
敬
を
蒐
め
て
い
る
。

「
北
支
曲
阜
の
聖
林
に
偕
樹
あ
り
、
子
貢
之
を
植
う
。
枝
幹
素
に
し
て
屈
せ
ず
直
し
、
質
を
以
っ
て
其
の
直
を
得
る
な
り
。
秋
季
に
は
紅
葉

錦
を
成
し
、
煎
ず
れ
ば
芳
苦
、
茗
茶
に
代
う
べ
し
。

進
士
に
合
格
す
れ
ば
偕
の
笏
を
授
け
、
枕
に
す
れ
ば
悪
夢
な
し
、
棋
秤
に
す
れ
ば
香
韻
閑
に
し
て
清
々
し
・

吾
人
は
素
直
に
し
て
不
屈
、
医
道
に
香
韻
芳
し
く
錦
を
成
さ
ん
哉
」
一
九
八
一
年
辛
酉
三
月
、
三
節
会
卒
業
記
念
。

こ
れ
は
現
在
大
阪
医
科
大
学
校
庭
一
隅
に
植
え
ら
れ
た
偕
樹
で
樹
周
二
二
・
五
叫
樹
高
約
三
・
○
ｍ
の
記
念
樹
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く

十
年
以
内
の
幼
樹
は
一
見
雑
木
の
如
く
、
樹
相
も
な
い
が
、
偕
書
を
思
わ
す
枝
幹
の
大
成
を
楽
し
み
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

一
方
熊
本
大
学
医
学
部
に
あ
る
山
崎
記
念
館
前
の
偕
の
木
は
す
で
に
大
成
し
て
、
不
鐡
距
の
歳
を
過
ぎ
た
本
邦
唯
一
最
大
の
名
木
と
し
て
尊

記
念
講
演

今
回
、
第
九
○
回
医
史
学
会
総
会
が
熊
本
大
学
で
開
催
さ
れ
る
機
会
に
、
会
長
鹿
子
木
敏
範
教
授
に
敬
意
を
表
し
つ
つ
、
数
年
前
の
大
台
風

槽
樹
（
孔
子
の
木
、
中
国
音
チ
ァ
イ
）

型
昌
昏
、
き
§
』
昌
鳶
量
．
〔
弧
雪
ぁ
閏
寓
ｌ
巳

措
の
木
の
木
蔭
に
偕
を
語
る

山
中
太
木
・
藤
本
十
四
秋
・
渕
上
順
三
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に
よ
っ
て
一
粋

確
に
し
た
い
。

枝
を
風
折
し
た
枯
枝
の
禍
を
転
じ
て
福
と
成
し
た
孔
子
像
お
よ
び
笏
（
高
本
榊
花
作
）
を
供
覧
し
、
偕
の
木
の
ル
ー
ツ
談
義
を
明

ｎ
色
〆
台
只
司
劉
‐
４
ノ
置
一
『
医
陛
だ
－
、
立
口
』

の
（
熊
本
大
学
附
属
病
院
恵
和
会
理
事
長
）

、
（
大
阪
医
科
大
学
名
誉
教
授
）

、
ノ
、
ｂ
Ｒ
レ
ト
』
Ｌ
今
際
云
二
峰
吟
堀
旧
ノ

（
熊
本
大
学
医
学
部
）
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